
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ福井県経済連 担い手対策課 

平成 27 年度 

担い手対応情報 

℡０７７６－９１－０１８７ 

 

4 月 17 日に、県農業会館で TAC 担当部課長会議が開

催されました。会議には県内 JA 担当部課長等 9 名をは

じめ、全農、中央会、経済連担い手対策課等 18 名が出

席し、熱心な審議がなされました。 

 冒頭、経済連担い手対策課 新宮課長より「担い手を

はじめとする農家の所得向上に繋がる取組みとして、営

農計画支援システム（Z-BMF）を使用した新規作付け提

案を行っていくなど、今後の TAC 活動活性化に向けて

より一層 JA と連携して行っていきたい」旨あいさつが

ありました。 

  

 

 また、全農 TAC 推進課 伊東氏より全国における TAC 活動の状況について、担い手対策課 新宮課長から経済

連における 27 年度 TAC 活動方針が説明されました。その後の意見交換では、新規 TAC の支援や土壌分析結果に

基づいた土づくり肥料の推進、米集荷運動等が協議され、27 年度の TAC 活動について意識統一を図れた有意義な

会議となりました。 

最後に、経済連生産資材部 林田部長から「米価格の低下に伴い農家では経費削減が行われる状況ではあるが、

生産物の品質向上として土づくり肥料の推進や、今後ますます重要になるであろう TAC 事業を一丸となって取組ん

でいく」旨あいさつがあり、閉講の運びとなりました。 
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5 月 21 日 経済連総合センターにて、県・JA・中央

会・経済連の園芸担当者 40 名程度が一堂に会し、本県

の園芸作物生産拡大を目的に園芸振興委員会が開催さ

れました。 

冒頭、県農林水産部 酒井技幹より「園芸品目の作付

面積拡大が目的でなく、生産農家に対し指導の徹底をは

かり生産物の単収を上げることにより農家所得の増大

に繋がる取組みをして欲しい」とあいさつがあり、その

後、各地区の農林総合事務所とＪＡより農業基本計画の

達成に向けた取組み内容が詳細に報告されました。 

最後に、本年度から初めて買取販売(契約栽培)を実施する経済連園芸特産課から、買取の要領およびスケジュ

ールの説明があり、集荷への協力依頼を行いました。 

最後に、新規取組農家(組織)が単年度で終わることがないよう県･ＪＡグループが一体となって全力でバックアッ

プしていくことを確認しました。  

 



 

 

福井米と地域農産物の消費拡大に向け、「ふれあい

特産市」が 5 月 31 日、JA 敦賀美方のファーマーズ

マーケット旬・ときめき広場で開催されました。こ

れまで農業会館前で開かれていた「ふくい特産市」

が今年度より一新。県内各地に出向き、本県農産物

のおいしさを県内に広くアピールしていく形とな

り、第一回目の JA敦賀美方では、午前 9 時よりオ

ープニング式典が開催されました。冒頭、田波俊明

JA 県五連会長より「今年は直売所を拠点に食育に

取り組む。主食である米の消費推進を全力で PRし

ていきたい」とあいさつがありました。 
今回、初の試みとして県中央会のキッチンカーを活用

し、来場者におにぎりや味噌汁などが振る舞われ、福井米

の消費拡大や安心・安全な食のアピールがなされました。

また、ファーマーズマーケットでは開店前から行列がで

き、敦賀産キュウリやホウレンソウをはじめ、一寸ソラマ

メなど旬の野菜を買う人たちで賑わいました。マーケット

外では新商品ウメラルサイダーの販売や、麦とろそばの試

食があり、晴天のなか多くの人たちで盛り上がりました。 

 

 

特産の福井梅 紅映をふんだんに使用した手作りの

梅ジャム、好評発売中です！爽やかな酸味とほのか

な甘さが、ヨーグルトやビスケットに合いますよ！

ぜひ召し上がってみて下さい！ 

・梅ジャム 300 円(税込み) / 1 瓶 



 

 

 

芸）を導入させ定着させるために」と題し、集落園芸に取り組むうえでの基本的留意事項等の説明、経済連

園芸特産課 大西課長より「加工・業務用キャベツ」の買い取り販売について、経済連農業機械課 前川部長

より、「農機リース」についての説明、福井県農業試験場 山口泰弘主任より「稲作の留意点について」、経

済連肥料農薬課 中野部長より「肥料農薬情勢」についてそれぞれ説明がありました。 

 講師の方々はどの講師も熱のこもった講義をされ、長時間の研修にも関わらず、出席者は熱心に聞き入っ

てました。 

 

 

6 月 2 日（火）第 1 回 TAC 担当者研修会が経済連

総合センタ―大ホールで、TAC 担当者他 51 名が出席

して開催されました。 

 初めに、経済連生産資材部林田部長より、「農業情

勢が混沌としていく中で、担い手対応の強化は急務

であり、本日の研修を有意義なものにしていただき

たい」と挨拶。 

 研修に入り、北陸農政局地域センターの菊地総括

農政業務管理官より「経営所得安定対策」の概要説

明、福井県農業試験場 山口秀武主任より「集落（園 

 

 

和牛子牛市開催!! 

 

↑渡辺高義氏と「ひろこ 177」 

 

5 月 28 日（木）、北陸三県家畜市場（金沢市）にて和牛子牛

共励会とセリが行われました。今回は 3 県で 172 頭、うち県内

からは 39 頭（6ＪＡ12 生産者）が出品されました。 

 共励会では、雌の部門でＪＡ福井市管内の渡辺高義氏の子牛

「ひろこ 177」が入賞。これは外観（発育や体型、繁殖性）な

どの優れた子牛を表彰するもので、「ひろこ 177」は優等賞第 2

席を獲得。渡辺氏は年間で 10 頭ほど出品しており、今回は 2

頭出品。父親の代から 30～40 年経営しており、渡辺氏も 10 年

ほど前から携わっているベテランの方です。 

 その後、約 2 時間かけてセリが行われました。購入者及び関

係者が大勢集まり、座りきれない人たちは両入口から中の様子

を眺めていました。電光掲示板には落札者や落札価格以外に子

牛の体重も表示。これは、子牛は 1 日 1 ㎏（発育目安）増えて

いき、日齢と体重の同じものが基準重量となるためだそうです。

ちなみに「ひろこ 177」は日齢 246 日、体重 286 ㎏、落札価格

553 千円となり、雌の落札平均価格を上回りました。終日会場

は活気を呈しており、賑やかでした。この和牛子牛市場は年 5

回開催され、次回は 7 月に開催予定です。 

 



ＪＡ越前丹生では現在、水田圃場にてレタスとスイートコーンの栽培に挑戦中。ＴＡＣを含む営農部署全員

で協力し合いながら水田園芸に取り組む農家をサポート。またＴＡＣ自身の圃場でも栽培を行い、農家と同じ

目線にたちながら指導をされています。 

レタス 
県内でもあまり取組まれていないレタスに初挑戦。あえて粘質土

壌で取組み、成功事例を作りたいという営農部長の思いから始まり

ました。 

4 月初旬に手植え・定植機植えを行いました。定植機を使うにあ

たって、 

① マルチを敷いた状態で進めるか 

②（水田用の）地盤の緩い圃場で進めるか 

この 2 点が心配されていました。 

①に関しては多少マルチが破れた個所もありましたが特に問題は 

スイートコーン 
若手農家 2 名の方が取り組まれます。栽培計画は 4 月播種

の 7 月収穫、1～4 作期で試験的に 3 パターンの比較栽培（品

種や一発肥料の有無など）。移植用苗はＪＡで栽培したもの

と自家栽培とそれぞれ使用。 

今回は 4 作のうち 1 作のみを直播播種。こちらの方が定植

に比べてスムーズに作業が進みました。加えてスイートコー

ンは深根性（根が土壌深くまで伸びる性質）。そのため、ポ

ット栽培では育ちにくいしっかりとした根も張ることがで

き、水分吸収や倒伏にも強くなるそうです。今後の生育状況

が良ければさらに直播を増やしていきたいと皆さん意気込

んでいます。 

ありませんでした。②の圃場に関しては、やはりぬかるみがひどく 2 人がかりで後ろから軌道修正をしながら

なんとか前進しました。 

今では結球もでき始め、レタスの形らしくなってきました。定期巡回の際に 1 つ割って皆で食べてみましたが、

とれたてということもあって甘く、みずみずしく、ちゃんとレタスの味もしました。もう収穫間近です。  



 

 



 

 

 

 



 



 

 

 

 


